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一丈野の治山

大津市上田上桐生町一丈野国有林内のオランダ堰堤（堰堤中央より左側が国有林）
かみたなかみきりゅうちょう

写真解説
オランダ堰堤は，明治２２年（１８８９年）日本人技術者が，オランダ人技師ヨハネス・デ・レー

ケの指導により設計して明治２２年に造られた割石積堰堤です。この堰堤は，我が国の治山事業の原
点として，築設から百年余の永い歴史に耐え今も健在です。

構造は，堤長３４ｍ，直高７ｍ，天端幅５．８ｍ，下流法へ３５Ｃｍ×５５Ｃｍ×１２０Ｃｍの花
崗岩の切石を積み上げ，法勾配は水表３分（上流側 ・水裏４分で水裏はアーチ形に積まれ越流水が）
階段法面に当たって勢いを和らげ 水叩部の洗掘を防止する効果があります 積石の内部は 粘土 赤， 。 ， （
土と石灰）を叩き固められて造られております。

なお，大津市田上森町には同種の工法による「鎧ダム （国土交通省琵琶湖工事事務所所管）があ」
ります。

滋賀森林管理署
〒５２０－２１３４ 滋賀県大津市瀬田三丁目４０番１８号
ＵＲＬ http://www.kinki.kokuyurin.go.jp/shiga/
e-mail kc_shiga@rinya.maff.go.jp
TEL 077(544)3871 FAX 077(544)3867
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① オランダえん提
② 水質浄化工
③ コンクリート床固工
④ 歩道
⑤ 山腹工（明治時代施工）
⑥ 逆さ観音
⑦ 茶沸観音
⑧ 狛坂磨崖仏
⑨ 天狗岩
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Ⅰ．田上山山系の国有林の現況Ⅰ．田上山山系の国有林の現況Ⅰ．田上山山系の国有林の現況Ⅰ．田上山山系の国有林の現況

①国有林の位置及び気候

一丈野・金勝山国有林は，滋賀県の南部・大津市上田上桐生町（琵琶湖の南端部）に位置し，北部
こんぜやま かみたなかみきりゅう

は，草津市と栗東市に，東部は信楽町に境界を接し
ています。

水系は，淀川流域上流部で主要な河川は大戸川と
草津川ですが，特に草津川は天 井 川として著しく

てんじょうがわ

発達しており，近年の河川改修により河床が切り下
げられるまで，破堤による大洪水の危険がありまし
た。現在でも，草津市内において河床下をＪＲ東海
道線や国道１号線が走る（左側写真）特異な景観を
目にすることが出来ます。

この地方の気候は，比較的温暖な表日本型若しく
は瀬戸内型ですが，山頂部では春秋季の日毎の気温
差が大きく降雪量も少ないことや，近江盆地の中央
に位置する琵琶湖が気象に与える影響が森林の荒廃
による裸地化の一因となっています。

②国有林の役割と主な法令制限

一丈野・金勝山国有林一帯は，琵琶湖や天ケ瀬ダムの重要な水源地帯であり，市街地に隣接した都
あ ま が せ

市林的な機能を併せ持つことから，近江湖南アルプス自然休養林に指定され，森林レクリェーション
の場として近畿一円から老若男女問わず訪れ，その利用者数は年間数万人にも上り，保健休養上極め
て重要な位置を占めています。

国有林名 面 積 備 考
一丈野 ７２８．８０㌶ 管理道3,372m
金勝山 ４５２．５７㌶
１．土砂流出防備保安林（両山全域）
２．保健保安林（一丈野の一部・金勝山1001を除く全域）
３．砂防指定地（一丈野全域・金勝山1001）
４．鳥獣保護区（一丈野の一部を除く全域）
５．近江湖南アルプス自然休養林 風致ゾーン ２８１．８５㌶

風景ゾーン ８９８．２１㌶
６．三上・田上・信楽県立自然公園

Ⅱ．田上山山系の砂防・治山の歴史Ⅱ．田上山山系の砂防・治山の歴史Ⅱ．田上山山系の砂防・治山の歴史Ⅱ．田上山山系の砂防・治山の歴史

田上山は，大津市の南部に位置し大戸川・瀬田川・信楽川に囲まれた標高４００～６００ｍの低い
山です。この山の主峰は，太神山で，標高５９９．７ｍです。

瀬田川流域の田上山山系一帯は，
温暖多湿の気候条件に恵まれ千数百
年以前スギ・ヒノキ等の一大美林地
帯でした。太神山国有林山頂の不動
寺周辺に現存する林相は，乱伐を免
れた昔の美林の面影が残っており，
往時の林況を容易に想像することが
できます。

， （ ）その昔 持統天皇８年 ６９４年
の時には，藤 原 宮の造営に要する

ふじわらのみや

檜材を，田上山中にて伐出し瀬田川
・木津川の水運を利用し運ぶと万葉
集に読まれています。

また，聖武天皇は石山院（現在の
） （ ） ，石山寺 造営 ７４０年頃 に際し

同山系より材を求めたと記されています。
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しかし，長期乱伐の結果，桃山時代（１６００年頃）には既に荒廃の一歩手前にあり，豊臣秀吉が
伏見城を築くに当たって近在より材を求めましたが，この地方からは薪材を求めるのみとなり，江戸
期（１６４０年頃）に入ると燃料として地方民の盗採するところが多く，より荒廃に拍車をかけ，戦
時中の戦禍による消失を重ね荒廃が進行しました。

更に当地域が風化の激しい花崗岩地質であったため，荒廃が増大し田上山一帯が”はげ山”となり
ました。

１６８３年（天和３年）瀬田川を
，含む淀川流域一帯に大水害が発生し

１６８６年から土砂留工事が創工さ
れ，以来１８２年間簡易ながらも砂
防工事が行われてきました。

しかし，明治元年（１８６８年）
淀川流域が再び大水害に見舞われ，
水源山地からの土砂流出が甚大であ

， （ ）ることから 明治６年 １８７３年
に「淀川水源砂防法」が制定され，
内務省直轄事業として本格的な砂防
工事が始まりました。

一方明治政府は，我が国の近代化
を図るため，欧米諸国から先進技術
の導入を図りましたが，当時の砂防

工事の目的が，水害を防ぐこと以上に河川航路の維持に重点が置かれいたことから，この種の底水工
事を得意とするオランダ人技術者が政府により招聘されました。

この土木技術者の中にヨハネス・デ・レーケがおり，河口の築港計画立案に当たり上流から流出し
注(1)

た土砂のため，川底が浅くなり，船の航行が困難になることから 「上流からの土砂流出を防止する，
ため，治水及び水源地帯の砂防工事が先決である」とした調査復命を行っています。

明治８年（１８７５年）デ・レーケの指導によりヨーロッパ近代工法を取り入れた１６種の試験砂
防対策工が施工され，以降今日に至るまで治山及び砂防事業により緑化が行われています。

注(2)

田上地区における治山事業実施所管は，時代の変遷により以下のとおりとなっています。
昭和１３年（１９２３年）

農林省直轄荒廃林地復旧事業を一般会計（森林治水事業による民有林直轄治山事業）により開始。
昭和２２年（１９４７年）

農林省の構造改革により大阪営林局直轄事業として施工される。
昭和２４年（１９４９年）

大津営林署実行となる。
昭和２６年（１９５１年）

事業実行体制整備を期して，栗太治山事業所を開設。
昭和２９年（１９５４年）

事業対象地を買い上げ金勝山国有林（４５６㌶）となったところで，事業名を「国有林整備治山事
業」と改め，特別会計で事業実施。

一丈野・金勝山国有林における治山事業の主な工法は，積苗工・芝積苗工・藁積苗工・割石積工・
柵工です。

割石積工は，斜面に階段を切り付け割石を布積に積み重ね筋工とし，埋戻し後の天端に松等を植栽
しており，今も健在な箇所は松が生長し，灌木や下草も生い茂っており，健全な林地として復してい
ますが，崩れた箇所は松が枯れ裸地となり，表土が流出し赤く基岩が露出しており，小規模な崩壊を
起こしている箇所もあります。
石積工 オランダ堰堤の構造
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山腹工
デ・レーケの山腹工法は，まず切り立った

山を緩やかに切り直し，１～２ｍ間隔で階段
を切り付け，階段上の水平部分に稲藁を埋め
て良く肥えた山土を客土として盛り，前面に
は山から取ってきた芝を張り付けて山土を押
さえ，一定間隔に萱株を敷植え，客土へ過燐
酸石灰を施肥し１年生の苗木（主な樹種：赤
松・ヤシャブシ・山 榿）を植栽するもの

ひめやしゃぶし

です。

注（１）
ヨハネス・デ・レーケ（１８４３～１９１３）ヨハネス・デ・レーケ（１８４３～１９１３）ヨハネス・デ・レーケ（１８４３～１９１３）ヨハネス・デ・レーケ（１８４３～１９１３）
明治６年（１８７３年）明治政府の招きにより来日したデ・レーケは，明治８年木津川支流不動川

の水源，綺田において砂防工の１６工種の試験施工を行い 「砂防工略図解説 「砂防新工法大意」， 」
等の著書を著し，技術者の養成に努めています。

明治１１年（１８７８年）大阪淀川河口で港湾・河川改修工事に取り組んだデ・レーケは，難工事
の原因を探るべく木津川水源を巡視し，難工事の原因が上流の山々の荒廃による土砂流出にあること

， ， 。を知り 瀬田川や木津川付近の山々の緑化に努めるとともに 日本各地の治山・治水を指導しました
一丈野国有林２９林班にある石積堰堤（表紙写真）は，デ・レーケが考案した１６工種の工法の一

つですが，約１１０年前に築設されたこの構造物は，機能的なばかりでなく，自然と融和し周辺との
景観に溶け込み，人造構造物としての違和感を覚えさせない優れた設計となっています。

注（２）
砂防事業砂防事業砂防事業砂防事業
瀬田川の上流，大津市南郷地区にある琵琶湖工事事務所は，各河川の改修や瀬田川洗堰の流量調節

を行うとともに，田上地区において砂防による山腹工事を行っています。

Ⅲ．一丈野生活環境保全林整備事業Ⅲ．一丈野生活環境保全林整備事業Ⅲ．一丈野生活環境保全林整備事業Ⅲ．一丈野生活環境保全林整備事業

一丈野・金勝山国有林一帯は，琵琶湖や天ケ瀬ダムの重要な水源地帯であり，近江湖南アルプス自
あ ま が せ

， 。 ，然休養林に指定され 森林レクリェーションの場として年間数万人の人々に利用されています また
我が国の治山事業の発祥の地として明治時代以降手がけた治山施設が数多く残されています。

生活環境保全林整備事業は，学術的にも貴重な各種施設を保全したり，森林（保安林）の有する多
目的な機能をより高度に発揮させる等，森林整備を含め総合的に”治山の森”として整備し，一般の
人々に治山事業の大切さを体感してもらうことを目的として整備しております。

近年の整備は，ユニバーサルデザインに重点を置いてバイヤフリーによる遊歩道整備や四阿の設置
あずまや

を行っています。
また，滋賀県産の間伐材の利用促進のため，木橋の架設やウッドブロック積工・木柵工といった工

種を採用しております。
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生活環境保全林整備事業における主要な工種

①水質浄化のための鋼製自在枠（平成３年度施工）
本工法は，鋼製堰堤と鋼製自在

枠を併用し，更に木炭及び活性炭
の浄化フィルターを装着すること
により，流下する汚濁水や有機物
を浄化するものです。

元来，鋼製自在枠の中詰材に用
いられる玉石には，河川の自浄作
用がみられるように，礫間に付着
した微生物により有機物の分解を
行う働きがありますが，更にその
機能を向上させるため，木炭と活
性炭を組み込んだフィルターを設
けた複数の層に分け，その中を河
川水が通過することにより，有害
物質を吸着させることにしていま
す。

ビーナビーナビーナビーナ平成１３年度に中詰材を
に交換スライトスライトスライトスライト

ビーナスライト注
長野県の諏訪国有林埋蔵の黒曜

石を約１０００℃で高熱焼成発砲
した無機質超軽量礫状骨材で、化
学製品に比べ断熱、保水性と同時
に耐火性の大きい無機質素材で、
附着水は、ミネラル水となりイオ
ン交換性能の認められている。

②コンクリート床固工（平成１１年度施工）と遊歩道（平成１３年度施工）
荒廃した渓流の渓床を安定さ
， ，せ 流れの乱流を防ぐとともに

土砂の流出を抑止することを目
的としております。
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Ⅳ．資料Ⅳ．資料Ⅳ．資料Ⅳ．資料

① 民有林直轄治山事業当時の実施内容（本署保管治山台帳参照）

昭和１３年度昭和１３年度昭和１３年度昭和１３年度

施工面積 ８．５８㌶ 施業経費 ６，２９０円３９銭

延人員 人夫 ２，４２９人 職工 ３７３人 計 ２，８０２人

工 期 昭和１４年 １月２１日～昭和１４年 ３月３１日

工事費 材料費 １，２９２円９０銭 ２２．５％

人夫賃 ３，４２２円０８銭 平均賃金 １円５０銭 ５９．５％

職工費 １，０３７円０４銭 平均賃金 ３円１０銭 １８．０％

小 計 ５，７５２円０２銭 １００．０％

雑 費 ５３８円３７銭

合 計 ６，２９０円３９銭

主要工種の数量・金額

積苗（三枚芝） ８，３０９ｍ ２，７４６円３３８

石筋 １，１０６ｍ ３２９円６６２

張芝水路（弧形） ８３５．２㎡ ５１９円１３０

山腹空積 ６７３．７㎡ ２，１５６円８９０

昭和１４年度昭和１４年度昭和１４年度昭和１４年度

施工面積 ４５．１９㌶ 施業経費 ４４，８２７円８２銭

延人員 人夫１８，６３５人 職工 １，９７０人 計２０，６０５人

工 期 昭和１４年 ４月 １日～昭和１５年 ３月３１日

工事費 材料費 ７，４１７円２５銭 １７．５％

人夫賃 ２８，７９９円７４銭 平均賃金 １円６０銭 ６７．８％

職工費 ６，２８５円８９銭 平均賃金 ３円４２銭 １４．７％

小 計 ４２，５０２円８８銭 １００．０％

雑 費 ２，３２４円９４銭

合 計 ４４，８２７円８２銭

主要工種の数量・金額

積苗（三枚芝） １９，７６２ｍ ８，５９７円６３５

積苗（四枚芝） ３３，９２３ｍ １６，１１８円１０８

石筋 １，６４３ｍ ６３３円０２２

張芝水路（弧形） ３，６２３．５㎡ ２，６５５円１２５

山腹空積 ３，５７９．７㎡ １２，６１１円５２０

積苗（三枚芝）基礎 ３，４２７ｍ ４７０円９２０

積苗（四枚芝）基礎 ９，７１０ｍ １，４１６円５５０

※１ 積苗（三枚芝） 単価構成

法切均し，階段切付，切芝（購入）運搬・張付，ヤシャブシ（１年生 ・山 榿（１年生）植栽，萱株植付，過）
ひめやしゃぶし

燐酸石灰施肥，稲藁埋込。

※２ 石筋 単価構成

法切均し，階段切付，玉石（採石）運搬・積石，ヤシャブシ（１年生 ・山 榿（１年生）植栽，萱株植付，過）
ひめやしゃぶし

燐酸石灰施肥，稲藁埋込。

※３ 張芝水路（弧形） 単価構成

切芝運搬，床均し，仕上げ。

※４ 山腹空積

割石工，積石工，採運搬，中込礫採運搬。

◎物価の比較
労賃（昭和１４年と平成１３年の普通作業員で対比）

当時￥１円６０銭
現在￥１４，９００円 ９，３１２．５倍

事業費に換算すると約 円となります。４１７，４５９，０７４
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② 第一回目の生活環境保全林整備事業の事業実施内容

年 度 工 種 数 量 単位 金 額 備 考

３年度 第１号練積床固工 322.5 ㎡ 39,643,159

第２号練積床固工 112.1 ㎡

既設練積工補修 84.4 ㎡ 2,683,962

自然林改良Ａ 0.50 ㌶ 3,659,260

鋼製堰堤工 1.812 t 4,612,526

鋼製自在枠（片法形） 5.680 t 水質浄化型

鋼製自在枠（Ｈ タイプ） 16.600 t 14,183,021

３年度計 64,781,928

４年度 管理車道（新設） 250.0 ｍ 13,426,186 53,705 /m円

自然林改良Ａ・Ｂ 0.55 ㌶ 5,249,325

作業施設 3 棟 17,181,029

コンクリート床固工 106.3 ｍ 8,114,059
3

山腹工 0.19 ㌶ 2,675,888

第６号永久橋 4.0 ｍ 6,396,551

管理車道（新設） 800.0 ｍ 77,760,167 97,200 /m円

コンクリート床固工 367.5 ｍ 21,852,011
3

自然林改良Ａ・Ｂ 0.50 ㌶ 6,174,608

４年度計 158,829,824

５年度 コンクリート床固工 238.6 ｍ 17,237,971
3

管理車道（緑化） 1,743.4 ㎡ 10,267,196 覆網式緑化工外２

歩道新設 1,105.5 ｍ 4,821,833

大型標示板 1 基 1,543,087

管理車道（新設） 285.0 ｍ 30,948,454 108,591 /m円

５年度計 64,818,541

６年度 管理車道（新設） 335.0 ｍ 22,656,765 67,632 /m円

自然林改良Ａ・Ｂ 12.40 ㌶ 28,721,990

歩道新設 791.3 ｍ 4,657,468

歩道修理 200.0 ｍ 226,064

管理車道（緑化） 744.8 ㎡ 5,597,387

管理車道（緑化） 1,813.6 ㎡ 6,890,008

山腹工 0.01 ㌶ 2,300,721

自然林改良Ａ・Ｂ 12.40 ㌶ 19,486,752

大型標示板 3 基 4,317,792

６年度計 94,854,947

合 計 383,285,240

※自然林改良工の構成
Ａ 林床整理伐及び樹木（大・中）を二脚鳥居型支柱にて植栽
Ｂ 林床整理伐及び樹木（小）を二脚鳥居型支柱にて植栽
植栽木
Ａ 大：ヤマザクラ・コブシ・イロハモミジ 中：ヒメシャラ・ナナカマド
Ｂ 小：サツキ・ヒラドツツジ・ヤマモモ
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③ 第二回目の生活環境保全林整備事業の事業実施内容

年 度 工 種 数 量 単位 金 額 備 考

１１年度 第１号床固工 295.7 ｍ 21,070,444
3

鋼製枠床固工 112.1 t 5,429,556

１１年度計 26,500,000

１２年度 歩道新設 641.9 ｍ 16,740,589 26,080 /m 北谷奥池線円

歩道新設 53.9 ｍ 8,497,468 157,652 /m 逆さ観音線円

橋梁新設外 13.0 ｍ 23,716,943 擬木橋含む

森林整備 52.4 ha 13,545,000 本数整理伐

１２年度計 62,500,000

１３年度 歩道新設 1,702.7 ｍ 33,722,000 19,487 /m 北谷奥池線円

歩道新設 34.4 ｍ 40,000,000 擬木橋L=15.0m外 北谷奥池線

森林整備 17.8 ha 4,158,000 本数整理伐

１３年度計 77,880,000

１４年度 歩道舗装 121.4 30,000,000 木橋新設・張芝含むm2

歩道法面緑化 4,516.0 21,240,000 歩道法面緑化m2

木道 196.9 ｍ 32,760,000 北谷奥池線/歩道舗装2301.3m2含む

１４年度計 84,000,000

１５年度 歩道舗装 2,817.7 35,000,000 木製ﾍﾞﾝﾁ含むm2

歩道舗装 2,852.9 31,524,000 看板整備・ﾍﾞﾝﾁ含むm2

トイレ整備 1 22,470,000 ﾊﾞｲｵﾏｽ棟
植栽外 114.0 6,006,000 外本 ﾉﾘｳﾂｷﾞ

１５年度計 95,000,000

345,880,000計
☆歩道延長 北谷奥池線2,379m（木道196.9m、舗装2,159.0m） 逆さ観音線 54m（全線舗装）

木製ﾓﾆｭﾒﾝﾄ・ｽﾛｰﾌﾟ 木橋と歩道（北谷奥池線）

木道（北谷奥池線） 逆さ観音線
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Ⅴ．その他Ⅴ．その他Ⅴ．その他Ⅴ．その他

琵琶湖琵琶湖琵琶湖琵琶湖
琵琶湖は，今から約５００～１，０００万年前に大規模な地殻変動により誕生したものです。湖の

面積は６８０Ｋ㎡，滋賀県の約１／６に相当します。琵琶湖の形状は，南北に長く長軸は６３．５Ｋ
ｍあり，湖岸線は２４０Ｋｍあり，東海道線の大津～浜松間の距離と同じです。琵琶湖の最大深度は
１０４ｍ・平均は４１ｍあり，貯水量は２７５億ｍ あります。3

一丈野・金勝山周辺の見所一丈野・金勝山周辺の見所一丈野・金勝山周辺の見所一丈野・金勝山周辺の見所一丈野・金勝山周辺の見所一丈野・金勝山周辺の見所一丈野・金勝山周辺の見所一丈野・金勝山周辺の見所
金勝山山頂部の景観金勝山山頂部の景観金勝山山頂部の景観金勝山山頂部の景観

東海自然遊歩道が縦走する「近江湖南アルプス」と呼ばれる一丈
野・金勝山の山頂部一帯には，風化浸食によってできた奇岩・怪石
が織りなす奇景が多く見られます。また，松の天然林から湧き出る
渓流は清く，森の深緑とともに美しい渓谷美を見せてくれます。

茶沸観音（金勝山国有林内）茶沸観音（金勝山国有林内）茶沸観音（金勝山国有林内）茶沸観音（金勝山国有林内）
， ，東海自然歩道田上縦走コース沿いにあり 旅人が喉の渇きを覚え

巨石に彫られた観音様に祈ったところ，お茶が湧き出たと伝えられ
ています。

逆さ観音（一丈野国有林内）逆さ観音（一丈野国有林内）逆さ観音（一丈野国有林内）逆さ観音（一丈野国有林内）
畳二畳程の岩の表面に阿弥陀像と両脇に観音・勢至立像を浮き彫り

した鎌倉時代の作です。この岩はダム用の石を採取した際背後が削り
取られ，逆さに倒れたものです。元の姿に戻そうとする意見もありま
したが，このままの方が仏意に叶うとして 「逆さ観音」と呼ばれ，地，
元から敬われています。
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東海自然歩道東海自然歩道東海自然歩道東海自然歩道
区間

東京明治の森高尾国定公園～大阪明治の森箕面
国定公園
距離

総延長 １，３５０Ｋｍ
（滋賀県コース約９２Ｋｍ）

田上縦走コースは，経路に金勝山の巨岩（耳岩
・天狗岩 ，茶沸観音，不動寺（三井寺の別院））
があります。

一丈野キャンプ場（一丈野国有林内外）一丈野キャンプ場（一丈野国有林内外）一丈野キャンプ場（一丈野国有林内外）一丈野キャンプ場（一丈野国有林内外）
駐 車 場：普通車約１００台収容（期間４月～１１月末 普通車５００円）
テントサイト：１００区画完備
バ ン ガ ロ ー：１０棟完備
キャンプファイヤー場：１個完備

狛坂摩崖仏（栗太郡栗東町）狛坂摩崖仏（栗太郡栗東町）狛坂摩崖仏（栗太郡栗東町）狛坂摩崖仏（栗太郡栗東町）
こまさかまがいぶつ

高さ６ｍ，幅４ｍ３０Ｃｍの花崗岩に諸仏，諸菩薩を浮き彫りで現した大摩崖仏で，我が国の石仏
史上その規模，制作年代（奈良時代後期又は平安時代初期）の古さ，造形的表現の雄偉さ等屈指の作
で，国の史跡に指定されています。

金勝寺（栗太郡栗東町）金勝寺（栗太郡栗東町）金勝寺（栗太郡栗東町）金勝寺（栗太郡栗東町）
天平５年（７３３年）聖武天皇の勅願により，国家鎮護の祈願寺として良弁が開基，弘仁６年（８

１５年）興福寺の伝灯大法師願安が伽藍を建立，仁明天皇（８３３年）により国家公認の寺に指定さ
れた。

◎雑 学◎雑 学◎雑 学◎雑 学

迎不動堰堤（大津市田上森町）迎不動堰堤（大津市田上森町）迎不動堰堤（大津市田上森町）迎不動堰堤（大津市田上森町）
日欄友好４００年を記念して，平成１１年度に施工したもの。
構造：堤頂長３４ｍ，堤高９ｍ，堤体７８１ｍ 。下流側は，石積みを模して修景している。事業3

費は，１５６百万円。

近江八景近江八景近江八景近江八景
★石山の秋月 ★唐崎の夜雨 ★粟津の晴嵐 ★瀬田の夕照
★三井の晩鐘 ★堅田の落雁 ★矢橋の帰帆 ★比良の暮雪

メ モメ モメ モメ モ


